
























































































































































































































































































































晃洋書房、2006年や、Roy Bhskar 、Reclaiming Realitu ,Verso,1989 を参照。
28 同書、一〇四頁。
韓国民衆神学の現況と聖書解釈の問題 223
聖書解釈の問題はさらなる検討が必要である。特に日本の聖書研究者との関連
性や比較研究は、「批判的実在論」から聖書解釈を取り上げる問題とともに今後
の課題として残しておきたい。
　前述したように残念ながら、1980年代以後、韓国の社会的な変化ともに民衆
神学の影響力が失われたように見える。しかし、「苦難をうける民衆」は消滅し
ておらず、彼らは常にわれわれのまわりに存在していると思われる。グローバ
ル化とともに、様々な社会的な問題―産業の空洞化などによる失業の問題など
―がおきている。今の時期こそ民衆のための「民衆神学」が必要ではないか。
